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〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
二
九
八
〕

判例研究

平
三
1
（
報
騙
嘱
喋
姻
配
巻
）

　
最
高
裁
判
所
規
則
の
制
定
に
関
す
る
裁
判
官
会
議
へ
の
参
加
を
理
由
と

す
る
忌
避
申
立
て
の
許
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
三
年
二
月
二
五
日
決
定

最
高
裁
判
所
は
，
平
成
元
年
一
二
月
二
八
日
に
「
地
方
裁
判
所
及
び
家
庭
裁
判

所
支
部
設
置
規
則
及
び
家
庭
裁
判
所
出
張
所
設
置
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
（
平
成
元
年
最
高
裁
判
所
規
則
第
五
号
）
を
公
布
し
た
が
、
X
ほ
か
一
名
は
、

こ
の
規
則
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
福
岡
地
方
裁
判
所
及
び
福
岡
家
庭
裁
判
所
の

甘
木
支
部
の
管
轄
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
国
民
で
あ
る
と
こ
ろ
、
右
改
正
規

則
の
う
ち
右
各
支
部
を
廃
止
す
る
旨
の
部
分
の
取
消
を
求
め
て
、
最
高
裁
判
所
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を
被
告
と
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
。
X
ら
は
一
審
及
び
二
審
に
お
い
て
い
ず
れ

も
敗
訴
し
た
た
め
．
上
告
を
提
起
し
、
最
高
裁
判
の
第
二
小
法
廷
に
お
い
て
審

理
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、
同
法
廷
の
所
属
裁
判
官
の
う
ち
、
草
場
良
八
．
藤
島

昭
及
び
香
川
保
一
の
三
名
は
、
右
改
正
規
則
に
関
わ
る
平
成
元
年
一
二
月
ニ
ニ

日
の
最
高
裁
判
所
裁
判
官
会
議
に
出
席
し
て
．
右
改
正
規
則
の
制
定
に
関
与
し

て
い
た
。
そ
こ
で
X
ら
は
、
当
該
訴
訟
で
そ
の
是
非
が
間
題
と
な
っ
て
い
る
事

柄
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
に
関
与
し
た
者
が
裁
判
官
と
し
て
そ
の
訴
訟
の
審
理

を
担
当
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
裁
判
官
は
本
来
民
事
訴
訟
法
第
三
五
条
の
一
号
に

規
定
さ
れ
た
「
事
件
の
当
事
者
」
に
該
当
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
く
、
少

な
く
と
も
同
法
第
三
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
裁
判
官
に
付
裁
判
の
公
正
を

妨
ぐ
べ
き
事
情
あ
る
と
き
」
に
該
当
す
る
、
と
し
て
本
件
の
忌
避
申
立
を
行
っ

た
。最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
右
の
申
立
を
却
下
し

た
。「
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
判
所
規
則
の
制
定
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
．
同

規
則
の
制
定
に
関
す
る
裁
判
官
会
議
に
参
加
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
同
会
議
に

参
加
し
た
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
つ
い
て
民
訴
法
三
七
条
一
項
に
基
づ
き
忌

避
の
申
立
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

最
高
裁
判
所
は
、
憲
法
七
七
条
部
項
に
お
い
て
、
訴
訟
に
関
す
る
手
続
、
弁
護

士
、
裁
判
所
の
内
部
規
律
及
び
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
規

則
を
定
あ
る
権
限
を
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
地
方
裁
判
所
及
び

家
庭
裁
判
所
の
各
支
部
の
設
置
は
．
右
憲
法
の
規
定
、
裁
判
所
法
三
一
条
一
項

及
び
三
一
条
の
五
に
基
づ
き
、
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
と
し
て
、
最
高

裁
判
所
規
則
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
が
司
法
事
務
処

理
（
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
き
最
高
裁
判
所
規
則
を
定
め
る
こ
と

を
も
含
む
）
を
行
う
の
は
裁
判
官
会
議
の
議
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
同
会
議
は

全
員
の
裁
判
官
で
こ
れ
を
組
織
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
同
法
二
一
条
一
、

二
項
）
。
し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
判
所
が
最
高
裁
判
所
規
則
を
制
定
す
る
に
は
、

裁
判
官
会
議
の
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
会
議
に
は
最
高
裁
判
所
の
全

裁
判
官
が
参
加
す
る
こ
と
が
制
度
上
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
、
最
高
裁
判
所
が
、
最
高
裁
判
所
規
則
を
制
定
す
る
と
と

も
に
．
こ
れ
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
上
告
事
件
を
担
当
す
る
こ
と
は
、
現
行
司
法
制

度
上
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
，
そ
う
で
あ
れ
ば
、
同
訴
訟
に
お

い
て
、
同
規
則
の
制
定
に
関
す
る
裁
判
官
会
議
に
参
加
し
た
と
い
う
こ
と
を
理

由
に
、
同
会
議
に
参
加
し
た
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
つ
い
て
民
訴
法
三
七
条

一
項
に
基
づ
き
忌
避
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
。
」

一
　
判
旨
に
は
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。

　
最
高
裁
判
所
の
規
則
は
、
本
来
立
法
の
性
質
を
有
す
る
が
、
裁
判
所
法

の
建
前
と
し
て
は
、
司
法
行
政
事
務
に
属
し
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
会

議
の
議
決
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
る
外
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、

行
政
事
件
訴
訟
法
第
一
一
条
に
よ
っ
て
．
最
高
裁
判
所
が
「
処
分
を
し
た

行
政
庁
』
と
し
て
被
告
適
格
を
有
す
る
。
法
的
に
は
．
司
法
権
の
主
体
と

し
て
の
最
高
裁
判
所
と
司
法
行
政
権
の
主
体
と
し
て
の
最
高
裁
判
所
の
構

成
員
は
別
個
の
存
在
で
あ
る
か
ら
、
た
ま
た
ま
規
則
の
制
定
に
関
与
し
た

裁
判
官
が
同
一
規
則
の
司
法
審
査
を
担
当
し
て
も
、
右
の
裁
判
官
は
「
事

件
の
当
事
者
」
で
は
な
く
、
民
訴
法
第
三
五
条
一
号
の
除
斥
原
因
は
否
定

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
は
、
右
の
よ
う
な
裁
判
官
に
つ
い
て
忌
避

事
由
，
す
な
わ
ち
，
同
法
第
三
七
条
一
項
の
「
裁
判
ノ
公
正
ヲ
妨
グ
ベ
キ

事
情
」
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
本
決
定
は
、
忌
避
事
由
の
存
否
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
最
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高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
つ
い
て
は
忌
避
制
度
の
適
用
に
限
界
が
あ
る
旨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
（
3
）

判
示
す
る
に
留
ま
る
。
同
種
の
判
断
は
従
来
か
ら
裁
判
例
及
び
学
説
に
見

出
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
決
定
は
最
高
裁
判
所
と
し
て
は
初
め
て

の
も
の
で
あ
る
。

二
　
本
決
定
は
、
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
が
、
制
度
上
、
一
方
に
お
い
て

裁
判
官
会
議
に
お
い
て
規
則
の
制
定
に
関
与
し
、
他
方
に
お
い
て
同
一
規

則
の
司
法
審
査
を
担
当
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
旨
を
指
摘
し
て
、

忌
避
原
因
を
否
定
し
て
い
る
．
そ
れ
は
、
な
る
ほ
ど
司
法
権
の
主
体
と
し

て
の
最
高
裁
判
所
の
構
成
員
と
そ
の
裁
判
官
会
議
の
構
成
員
が
全
く
同
一

で
あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
の
拒
否
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
れ

自
体
と
し
て
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
除
斥
・
忌
避
の
制
度
の

本
質
か
ら
見
れ
ば
、
非
常
の
、
例
外
的
場
面
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
妥
当
範
囲
は
限
定
的
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
般
原
則
と
し

て
は
、
国
民
は
、
憲
法
上
の
公
平
な
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
憲

法
第
三
七
条
一
項
）
の
内
容
と
し
て
、
少
な
く
と
も
「
偏
頗
や
不
公
平
の
お

そ
れ
の
な
い
組
織
と
構
成
を
も
っ
た
裁
判
所
に
ょ
る
裁
判
」
（
昭
和
…
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

五
月
二
六
日
刑
集
二
巻
五
号
五
一
一
頁
）
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
ま
た
民

訴
法
上
の
除
斥
・
忌
避
の
制
度
は
、
右
の
憲
法
の
要
講
を
受
け
て
具
体
的

事
件
に
お
い
て
裁
判
官
等
の
公
平
を
確
保
し
、
裁
判
に
対
す
る
利
用
者
の

信
頼
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
の
他
の
憲
法

規
定
と
の
関
係
に
お
い
て
も
可
及
的
に
貫
徹
さ
れ
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。

本
件
に
お
け
る
よ
う
に
、
規
則
を
制
定
し
た
当
時
と
そ
の
司
法
審
査
が
間

題
と
な
る
時
点
と
で
裁
判
官
の
構
成
が
相
違
す
る
場
合
に
は
、
原
則
に
立

ち
返
っ
て
、
ま
ず
可
及
的
に
忌
避
事
由
の
存
し
な
い
裁
判
官
に
よ
っ
て
裁

判
所
を
構
成
す
る
可
能
性
を
追
求
し
、
そ
の
可
能
性
が
な
い
場
合
に
の
み
、

例
外
的
な
処
理
を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
．
本
件
に
お
い
て

も
、
忌
避
事
由
の
有
無
を
直
ち
に
上
述
の
制
度
的
理
由
か
ら
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
ま
ず
通
常
の
基
準
に
よ
る
判
断
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

三
　
通
説
に
よ
れ
ば
、
民
訴
法
第
三
七
条
一
項
の
「
裁
判
官
二
付
裁
判
ノ

公
正
ヲ
妨
グ
ベ
キ
事
情
」
と
は
冷
静
な
通
常
人
の
目
か
ら
見
て
、
不
公
正

な
裁
判
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
抱
く
に
足
る
客
観
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

事
由
」
を
い
う
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
公
平
な
裁
判
所
に
つ
い
て
の

国
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
裁
判
官
の
現
実
の
不
公
平
な
い

し
偏
頗
で
は
な
く
、
裁
判
官
の
公
平
の
外
観
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
通
説
は
正
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
忌
避
事
由
と
し
て
問
題
と

な
る
の
は
、
当
該
裁
判
官
と
事
件
当
事
者
と
の
特
殊
な
関
係
の
よ
う
な
外

形
的
事
実
や
そ
の
裁
判
官
の
従
来
の
言
動
等
の
外
部
に
現
れ
た
徴
愚
的
事

実
で
、
不
公
正
な
裁
判
の
懸
念
を
合
理
的
に
基
礎
づ
け
う
る
も
の
と
い
え

（
6
）

る
が
、
実
際
の
判
断
は
極
め
て
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
蝉
方
で

忌
避
事
由
が
広
が
れ
ば
、
他
方
で
は
裁
判
運
営
が
困
難
に
な
る
と
い
う
関

係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
務
上
は
、
裁
判
官
が
忌
避
事
由
に
該
る
と
判

断
す
る
場
合
に
法
律
上
ま
た
は
事
実
上
の
回
避
を
す
る
と
い
う
事
情
も
加

わ
っ
て
、
忌
避
事
由
が
認
定
さ
れ
た
事
例
は
、
明
治
二
三
年
に
裁
判
所
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

成
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
皆
無
に
近
い
。
し
か
し
、
忌

避
事
由
の
増
加
を
慮
っ
て
消
極
的
な
判
断
を
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
上
述

153



法学研究65巻5号（’92：5）

の
基
準
に
反
す
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
．

　
さ
て
、
学
説
は
、
上
述
の
基
準
に
よ
っ
て
、
最
判
（
消
極
．
昭
三
〇
年
一

月
二
八
日
民
集
九
巻
一
号
八
三
頁
）
と
は
反
対
に
．
裁
判
官
が
一
方
の
訴
訟
代

理
人
の
女
婿
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
ほ
ぽ
一
致
し
て
忌
避
事
由
を
肯
定
し

　
（
8
）

て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
部
の
学
説
に
よ
っ
て
有
力
に
忌
避
事
由
と
し
て
主

張
さ
れ
、
ま
た
本
件
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
場
合
と
し
て
、
裁
判
所
職
員

の
懲
戒
処
分
取
消
訴
訟
の
類
型
が
あ
る
。
裁
判
所
の
職
員
は
．
国
家
公
務

員
法
上
は
特
別
職
と
さ
れ
、
そ
の
地
位
は
国
家
公
務
員
法
で
は
な
く
裁
判

所
職
員
臨
時
措
置
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
裁
判
所
の

職
員
の
懲
戒
処
分
は
、
ま
ず
当
該
職
員
の
所
属
す
る
裁
判
所
の
裁
判
官
会

議
の
議
を
経
て
行
わ
れ
、
ま
た
同
法
に
基
づ
く
救
済
手
続
も
用
意
さ
れ
て

い
る
が
、
処
分
を
受
け
た
職
員
は
、
当
該
処
分
の
取
消
を
求
め
る
行
政
訴

訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
も
、
処
分
を

行
っ
た
裁
判
所
が
被
告
と
な
り
、
さ
ら
に
当
該
裁
判
所
に
所
属
す
る
裁
判

官
が
事
件
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
被
告
裁
判
所
と
裁
判
官
の
間

に
、
規
則
の
取
消
訴
訟
の
場
合
と
同
様
の
関
係
が
発
生
す
る
。

　
こ
の
類
型
は
、
上
述
の
如
く
、
除
斥
原
因
に
は
該
ら
な
い
（
大
阪
高
決
昭

二
九
年
四
月
六
日
高
裁
民
集
七
巻
三
号
三
三
〇
頁
、
東
京
高
決
昭
三
五
年
七
月
一
三

日
東
高
民
時
報
一
一
巻
六
号
一
五
八
頁
）
が
、
忌
避
事
由
の
存
在
を
前
提
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
担
当
裁
判
官
が
回
避
し
た
実
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
裁
判
例

は
、
裁
判
官
の
本
来
の
地
位
と
裁
判
官
会
議
の
構
成
員
と
し
て
の
地
位
の

違
い
を
指
摘
し
て
（
浦
和
地
裁
昭
三
四
年
五
月
六
日
決
定
・
下
級
民
集
一
〇
巻
五

号
九
三
頁
）
、
ま
た
同
様
の
理
由
に
加
え
て
担
当
裁
判
官
が
当
該
処
分
を
行

っ
た
裁
判
官
会
議
の
構
成
員
で
な
か
っ
た
と
い
う
補
足
的
理
由
を
挙
げ
て

（
秋
田
地
裁
昭
三
七
年
一
二
月
二
四
日
決
定
・
判
例
時
報
三
四
二
号
二
七
頁
）
、
忌

避
事
由
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
説
上
は
、
担
当
裁
判
官
が

処
分
当
時
の
裁
判
官
会
議
の
構
成
員
で
あ
っ
た
場
合
に
は
．
懲
戒
処
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

関
与
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
に
忌
避
事
由
を
認
め
る
見
解
と
、
懲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

戒
処
分
に
関
与
し
て
い
た
場
合
に
の
み
忌
避
事
由
を
認
め
る
見
解
が
主
張

さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
，
裁
判
官
が
「
紛
争
の
過
程
に
お
い
て
一

方
当
事
者
の
中
枢
機
関
の
一
員
と
し
て
当
該
処
分
決
議
に
現
に
関
与
し

（
皿
）
た
」
こ
と
が
、
偏
頗
の
外
観
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
限
定
を
つ
け
て
お
か
な
い
と
、
交
替
の
裁
判
官
を
得
る
こ
と
が
困
難

な
い
し
不
可
能
な
場
合
を
慮
っ
て
、
裁
判
所
の
忌
避
事
由
の
判
断
が
全
体

と
し
て
消
極
的
に
な
る
と
い
う
政
策
的
な
理
由
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
．
政

策
的
理
由
を
保
留
す
る
と
し
て
も
、
上
述
の
基
準
に
よ
る
場
合
．
後
者
の

見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
規
則
は
処
分
と
異
な
り
．
一
般
的
な
性
格
を
有
し
、
具
体
的
な

紛
争
過
程
に
お
い
て
定
立
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
下
級
裁
判
所

の
管
轄
区
域
は
、
下
級
裁
判
所
の
設
立
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
一
二
年
法
六
三
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
高
等
裁
判
所
、
地

方
裁
判
所
及
び
家
庭
裁
判
所
の
支
部
の
設
置
は
、
裁
判
所
法
に
よ
っ
て
最

高
裁
判
所
の
規
則
に
委
任
さ
れ
て
い
る
（
一
＝
条
、
一
三
条
及
び
一
三
条
の
五
）
。

し
た
が
っ
て
、
最
高
裁
判
所
は
そ
の
設
置
及
び
廃
止
に
つ
い
て
立
法
上
の

裁
量
権
を
有
す
る
か
ら
、
本
案
に
お
い
て
申
立
人
が
勝
訴
す
る
可
能
性
は

乏
し
く
、
そ
の
意
味
で
本
件
も
実
益
に
欠
け
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
本
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案
の
問
題
を
忌
避
事
由
の
判
断
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
筋
違
い
で
あ
る
。

忌
避
事
由
の
判
断
に
さ
い
し
て
、
規
則
の
立
法
的
性
質
、
懲
戒
処
分
の
行

政
的
性
質
に
よ
っ
て
扱
い
を
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
懲
戒
処
分

の
事
例
で
忌
避
事
由
が
問
題
と
な
る
の
は
、
当
該
処
分
の
前
審
的
な
性
格

に
よ
る
の
で
は
な
く
（
前
審
と
は
言
い
難
い
）
、
被
告
た
る
裁
判
所
と
処

分
の
取
消
請
求
訴
訟
を
担
当
す
る
裁
判
官
の
近
さ
に
よ
る
（
民
訴
第
三
五
条

一
号
参
照
）
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
官
会
議
に
お
い
て
規
則
の
制
定
決
議

に
関
与
し
た
裁
判
官
が
当
該
決
議
の
取
消
請
求
訴
訟
を
担
当
す
る
場
合
に

も
、
懲
戒
処
分
の
場
合
と
同
様
に
忌
避
事
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
下
級
裁
判
所
の
処
分
ま
た
は
規
則
に
つ
い
て
同
様
の
問
題
が
生
じ
．

担
当
裁
判
官
に
つ
い
て
忌
避
事
由
が
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
官
の

交
替
を
生
じ
、
ま
た
は
当
該
裁
判
所
に
お
い
て
他
に
代
わ
り
う
る
裁
判
官

が
い
な
い
場
合
に
は
、
職
務
代
行
判
事
を
置
く
方
法
が
考
慮
さ
れ
る
（
民

訴
第
二
四
条
一
号
に
基
づ
く
管
轄
指
定
の
申
立
も
、
本
来
管
轄
原
因
の
な

い
裁
判
所
に
管
轄
権
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
。
し
か
し
、
最

高
裁
判
所
に
つ
い
て
は
、
一
五
名
の
裁
判
官
の
枠
の
中
で
対
処
し
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
裁
判
所
法
は
、
大
法
廷
と
小
法
廷
を

区
別
し
、
小
法
廷
の
員
数
を
三
名
以
上
と
規
定
し
、
定
足
数
に
つ
い
て
は
、

最
高
裁
判
所
事
務
処
理
規
則
が
、
大
法
廷
に
つ
い
て
九
名
、
小
法
廷
に
つ

い
て
三
名
と
規
定
し
て
い
る
．
形
式
上
は
，
事
務
処
理
規
則
が
内
部
規
律

で
あ
っ
て
、
民
訴
法
上
の
忌
避
制
度
に
遅
れ
る
と
し
て
も
、
し
か
し
、
大

法
廷
と
小
法
廷
の
区
別
を
維
持
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
忌

避
制
度
と
の
兼
ね
合
い
で
、
事
務
処
理
規
則
か
ら
離
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
定

足
数
を
決
め
る
に
は
十
分
な
根
拠
に
乏
し
い
か
ら
、
こ
の
九
名
ま
た
は
三

名
と
い
う
定
足
数
を
そ
の
ま
ま
基
準
と
し
て
よ
い
と
考
え
る
．
し
た
が
っ

て
、
小
法
廷
に
つ
い
て
は
、
三
名
の
裁
判
官
を
確
保
で
き
な
い
場
合
、
ま

た
大
法
廷
に
つ
い
て
は
九
名
の
裁
判
官
を
確
保
で
き
な
い
場
合
に
、
初
め

て
忌
避
制
度
の
前
提
を
欠
く
場
合
と
し
て
、
当
初
の
予
定
さ
れ
た
裁
判
官

に
ょ
っ
て
法
廷
を
構
成
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
、
本
決
定
が
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
に
つ
い
て
忌
避
制
度
の
限
界

を
指
摘
し
た
点
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
公
平
な
裁
判
所
に
よ
る
裁
判

を
重
視
す
る
立
場
か
ら
、
そ
の
限
界
を
も
う
少
し
広
く
捉
え
よ
う
と
い
う

の
が
、
本
稿
の
立
場
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
本
体
の
裁
判
は
、
民
集
四
五
巻
四
号
五
一
八
頁
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
東
京
地
裁
昭
三
三
年
六
月
三
〇
日
判
決
・
行
裁
例
集
九
巻
六
号
一
二
六
二

　
　
頁
。

　
（
3
）
　
小
島
「
忌
避
制
度
再
考
」
民
事
訴
訟
の
基
礎
法
理
二
五
頁
以
下
所
収
、
大

　
　
村
雅
彦
「
公
平
な
裁
判
－
忌
避
権
の
保
障
」
0
9
強
9
卑
巳
【
旨
縄
声
怠
o
見

　
　
O
o
言
マ
彗
ぞ
①
い
費
ミ
ぎ
些
①
≦
o
『
崔
弓
＆
亀
九
二
二
頁
以
下
所
収
。

　
（
4
）
　
近
時
の
議
論
は
・
む
し
ろ
公
平
（
公
正
）
な
手
続
が
保
障
さ
れ
て
い
る
か

　
　
ど
う
か
へ
移
行
し
て
い
る
。
鴨
「
公
平
な
裁
判
の
理
念
と
刑
事
訴
訟
」
刑
事
訴

　
　
訟
法
の
基
本
理
念
一
二
一
頁
以
下
所
収
、
中
野
「
公
正
な
手
続
を
求
め
る
権
利
」

　
　
民
事
手
続
の
現
在
問
題
二
七
頁
以
下
所
収
．
な
お
ド
イ
ッ
法
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
は
、
栗
田
「
公
正
な
手
続
を
求
め
る
権
利
」
杏
林
社
会
科
学
研
究
四
巻
二
号
所

　
　
収
。

　
（
5
）
　
菊
井
・
村
松
編
民
事
訴
訟
法
－
一
八
○
頁
、
兼
子
・
松
浦
・
新
堂
・
竹
下

　
　
条
解
・
民
事
訴
訟
法
九
三
頁
、
斎
藤
編
・
法
解
民
事
訴
訟
法
1
二
一
一
頁
、
新

　
　
堂
・
小
島
編
〔
大
村
〕
・
注
釈
民
事
訴
訟
法
1
三
三
〇
頁
ほ
か
。
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（
6
）
　
東
京
高
裁
昭
五
三
年
七
月
二
五
日
決
定
判
例
時
報
八
九
八
号
三
六
頁
参
照
。

（
7
）
　
一
、
二
の
事
例
が
あ
っ
た
旨
伝
承
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
前
掲
斎
藤

　
編
1
一
二
〇
頁
参
照
。

（
8
）
　
中
務
〔
判
批
〕
民
商
法
雑
誌
三
二
巻
六
号
八
三
一
頁
以
下
、
高
橋
宏
志

　
〔
判
批
〕
法
協
一
〇
七
巻
三
号
五
一
二
頁
以
下
ほ
か
。

（
9
）
　
眸
上
「
忌
避
試
論
2
」
法
曹
時
報
一
三
巻
一
号
一
六
頁
。

（
10
）
　
眸
上
前
掲
論
文
一
六
頁
。

（
1
1
）
　
小
島
「
裁
判
の
本
質
的
特
性
と
し
て
の
公
平
㈲
』
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
八
三

　
号
一
二
一
頁
。

（
12
）
　
大
村
前
掲
注
釈
民
事
訴
訟
法
1
三
三
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
田
　
陸
雄
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